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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 解剖学2

科目基礎情報

柔道整復科 後期

1年次 必修 60時間

4単位 講義

　医療人としてのキャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出

席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める。また、授業時数の４分の３以上出席しない者は定

期試験を受験することができない。

教科書（　解剖学　－社団法人　全国柔道整復学校協会　監修－　）に準拠する。

担当教員情報

千坂　英輝 実務経験の有無・職種 無

学習目的

　柔道整復学の基礎となる人体の正常構造について、組織学、発生学、画像解剖学の知識とともに統合的に理解することを主な目的としている。骨組織、

神経系、筋組織、血液、発生学の基礎を学び、基礎医学、臨床医学の基礎をつくることがねらいである。教科書の図に合わせ適宜プリントを配布するとと

もに各種模型を用いてそれぞれの器官について三次元的にイメージが出来るよう注意を払い、近年の医療革新からくる身体構造の知識の必要性に答えなが

ら、上記関連学問と関係づけて授業を進める。

到達目標

　人体構造の系統を把握し、人体の正常構造について統合的に理解し、器官と部位の解剖用語を正確に述べられること、骨組織、神経系、筋組織、血液

等について器官の肉眼解剖学的構造と細胞・組織構造を関連づけることができ、説明できること、器官の三次元的関係を把握し、画像解剖学と対応させ

ながら、説明でき、単に人体部位の名称の羅列ではなく、有機体としての人体の構造を自然科学の視点で捉え、基礎科目・臨床科目の学習の基盤となる、

知識の基礎を身につけることを到達目標とする。

教育方法等

　骨組織、神経系、筋組織、血液について正常構造を統合的に理解し、器官を三次元的に把握してそれらを細胞・組織構造と関連付けて説明

出来るレベルに到達することを目指す。

骨組織2、神経系13 骨の成長と発生、橋について理解する。

評
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試験と課題を総合的に評価する

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

骨組織1 骨質の構造　骨の成長について理解する。

神経系14、血液1 延髄外景、血液の総論、赤血球について理解する。

神経系15、血液2 延髄内景、白血球について理解する。

神経系16、筋組織 小脳、骨格筋について理解する。

神経系17 反射路について理解する。

神経系18 反射路と嗅覚路について理解する。

振り返り(1) 1回～7回までの振り返り

神経系19 視覚路について理解する。

神経系20 聴覚路について理解する。

神経系21 平衡感覚路、味覚路について理解する。

解剖学2のまとめ 解剖学2全体を通しての振り返り

神経系22、発生 味覚路、体性感覚の伝導路、各胚葉の分布について理解する。

神経系23 体性感覚の伝導路、下行性伝導路について理解する。

振り返り(2) 9回～13回までの振り返り


